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　2005 年 3 月 25 日から 9 月 25 日までの 185 日

間にわたり，愛知県において「愛・地球博」（EXPO	

2005	AICHI	JAPAN）が開催された．そのテーマ館で

ある「グローバル・ハウス」のオレンジホールにおいて

CONSORTS（コンソーツ）アーキテクチャを用いた「展

示会統合情報支援システム」が導入された．これにより，

来場者への情報提供サービスと会場の運営支援サービス

が実運用された．

　展示会統合情報支援システムは，マルチエージェント

アーキテクチャ CONSORTS1）を基盤ソフトウェアとし

て，さまざまなユーザ端末装置への情報配信を行うと同

時に，来場者のプライバシーを守りつつその位置情報・

移動軌跡情報を取得して会場の運営支援を行うシステム

である．本稿では展示会統合情報支援システムの概念と，

愛・地球博グローバル・ハウスにおける実装について報

告する．

　展示会統合情報支援システムは，来場者の持つユーザ

端末や会場内に設置されたさまざまな情報デバイスに

対して，会場内に存在する展示物に関する説明用コンテ
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展示会統合情報支援システムの狙い展示会統合情報支援システムの狙い

ンツを，音声・テキスト・画像といった多様なデータで

配信することを第 1の目的としている．来場者は配信

された説明コンテンツの中から自分の視聴したいコンテ

ンツを選択し，ユーザ端末上で再生する．この展示物説

明コンテンツの配信・再生において重要なのが，ユーザ

インタフェースの設計である．会場を訪れて初めて手に

取るユーザ端末装置の操作を来場者が習得するのは面倒

な作業であるため，ユーザの負担となる複雑なユーザイ

ンタフェースは避けるべきである．展示会統合情報支援

システムではユーザの入力操作を極力簡単化するために，

ユーザ端末のメニューリストをサーバサイドのソフトウ

ェアによって自動更新し，ユーザの現在位置の近くに存

在する展示物の説明コンテンツをメニューに表示させる．

将来的にはユーザの属性（性別・年齢等）・嗜好・コン

テンツの視聴履歴などに応じてメニューを動的に更新す

ることも視野に入れている．

　また，展示会統合情報支援システムの第 2の目的と

して，展示会会場の運営支援，すなわち，来場者の位置

情報の把握・移動軌跡情報の取得・入退場の記録・ユー

ザ端末装置の紛失防止の対策・ユーザ端末装置の保管管

理などを支援することを狙っている．来場者の入場・退

場数を計測することは会場運営における基本的な作業で

あり，会場内の安全管理にも重要な意味を持つ．さらに，

来場者に端末装置を貸し出す際にユーザ端末装置の紛失

を防止し，かつユーザ端末の個数を計測し，端末装置を

保管するバックヤードでの端末装置の保管状況を管理す
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ることも重要である．一方，来場者の現在位置や移動軌

跡情報の解析からは，安全性を向上させ混雑を低減化さ

せる展示物の再配置計画の生成や，リアルタイムでのナ

ビゲーションなどのサービスを実現させることも可能と

なる．

　以上述べた 2つの目的である（1）来場者の状況に応

じたサービスの提供，（2）会場の運営を支援するサー

ビスの提供を，単一のソフトウェア・デバイス上で実現

するのが展示会統合情報支援システムの狙いである．な

お，これを設計する上での重要なポイントとして，来場

者のプライバシー・個人情報を最大限保護することは必

要不可欠であり，センシングデバイス・端末装置の選定

や，ソフトウェアの全体設計の際に十分な配慮が必要で

ある．図 -1に，展示会統合情報支援システム全体の概
念図を示す．

　愛・地球博グローバル・ハウスのオレンジホールは展

示会場面積が約 1,200m2ある．来場者はその会場内を

移動しつつさまざまな展示物を鑑賞するようになってい

る．「来場者の位置に応じた説明コンテンツの配信」な

らびに「来場者数・ユーザ端末数の存在把握による会場

運営」という 2つの目標を「ユーザのプライバシーを

愛・地球博 
グローバル・ハウス・システムでの実装
愛・地球博 
グローバル・ハウス・システムでの実装

最大限保護しつつ」実現するという，ある意味対立する

機能を実現するため，愛・地球博グローバル・ハウス統

合情報支援システムではアクティブ	RFID（無線 ICタグ）

をユーザ端末装置に内蔵し，ユーザ端末装置の位置なら

びに移動軌跡情報を取得するインフラを構築した．ただ

し，ユーザの個人情報（氏名・住所等）は一切登録する

ことなく，また会場内において RFIDに内蔵された ID（識

別情報）と来場者の個人情報とは一切の紐付け（関連付

け）がないような設計とした．これにより RFID内の ID

情報は会場内においてのみ有効となる「来場者の（会場

内においてのみ有効な）一時的 ID」として機能し，ユ

ーザの位置や嗜好等に適応した個人サービスと，会場運

営という全体サービスを単一ソフトウェアプラットフォ

ーム上で実現することを可能とした．

　会場において来場者に貸し出されたユーザ端末装置

の 1つが，Aimulet	GH+（アイミュレット・ジー・エ

イチ・プラス）と呼ばれるアクティブ RFIDを内蔵した

PDA	（Personal	Digital	Assistance）である（図 -2）．
Aimulet	GH+	のメニュー構成画面・操作方法を図 -3
に示す．PDAに内蔵されたアクティブ RFIDからの信号

を，天井に設置された RFIDアンテナ（図 -4）から受信し，
各々の来場者の存在する位置の近くに存在する展示物の

説明コンテンツがユーザの所持する	Aimulet	GH+に配

信され，メニュー画面（図 -3）が自動的に更新される．

　図 -5に本システムの全体構成を示す．各来場者に貸

展示会統合情報支援システム
ー来場者の位置・移動軌跡と来場者の属性・好みに応じた，コンテンツ配信・ナビゲーション
ー会場運営支援

（1）  展示物に対する興味度の判定
（2）  興味度に応じたコンテンツの選択・配信
（3）  展示物・通路の混雑度の予測
（4）  混雑を緩和するナビゲーション
（5）  展示物の配置レイアウトの支援
プライバシー保護，会場要員の省力化

人の位置・移動軌跡の情報を取得
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音声・文字・画像コンテンツの提供

ユニバーサル対応

多言語対応
ゆっくり話してくれるし，
文字も大きいから，絵を
じっくり楽しめるわ．

エレベータまで
案内します．

左へまがって
ください．

Please
turn left
at the next
corner.

● 図 -1　CONSORTS 展示会統合情報支援システム概念図
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し出されているユーザ端末にはアクティブ RFIDが内蔵

されており，会場内においてのみ有効な各来場者の一時

的 IDを発信している．ユーザ端末に内蔵された一時的

IDは，会場内 120カ所に設置された RFID受信機によ

って受信され，データベースに格納されると同時に位置

推定エンジンに渡される．位置推定エンジンは，複数の

RFID受信機からの情報を統合して各来場者の位置の推

定を行う．

　本システムは個々の来場者の位置情報に加えて，ユー

ザの移動軌跡・コンテンツの視聴履歴を見守っており，

来場者にとって適切であると推定される複数のコンテン

ツを来場者が所持する端末装置に配信する．ただし，ユ

ーザ端末には展示物説明コンテンツのキャッシュがある

ため，多くの場合にはシステムはコンテンツそのものの

配信を行う必要はなく，コンテンツを識別するタグ情報

（現在はコンテンツ番号）のみを送信する．来場者は配

信された複数のコンテンツの中から「見たい・聞きたい」

コンテンツを選択して視聴する．コンテンツは音声・テ

キスト・画像の形式で配信されており，来場者は，自分

の好みに合わせて視聴したいコンテンツを必要な形式で

再生することが可能である．

　また，音声コンテンツの再生に特化したユーザ端末装

置である	Aimulet	GH（図 -6）も，会期の全期間にお
いてほぼすべての来場者に貸し出され，音声での説明コ

ンテンツの聴取を可能とした．この端末装置は，会場内

に設置された光源から発射される，音声で変調した赤外

● 図 -2　Aimulet GH+: アクティブ RFID を内蔵した PDA

● 図 -4　天井に設置されたアクティブ RFID アンテナ

● 図 -3　
　 Aimlet GH+ のメニュー
　 構成画面・操作方法
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線アナログ光信号を受信・再生する設計となっている．

　アクティブ RFIDが発信する一時的 IDの情報は，来

場者ごとに対応したコンテンツ配信サービスに利用され

るほか，会場の運営支援，特に来場者の群としての流れ

の解析（流動解析）に利用することが可能である．多く

の展示会場においては来場者の移動する大まかな経路は

設定されているものの，展示物による経路の枝分かれ・

幅広な経路における来場者の休憩による滞留の発生（通

路が広場として利用される）・経路の逆方向への移動等

がある．これらの条件のもとで展示物の再配置や誘導に

関するアドバイスを自動生成するソフトウェアが実現さ

れれば会場運営の大きな補助となる．

　本システムでは，アクティブ RFIDを用いて来場者の

一時的 IDは利用しつつ，一方で一時的 IDと来場者の個

人情報との紐付けをなくしたことにより，プライバシー

を守りながら個々の来場者の位置や移動軌跡情報をリア

ルタイムで取得することが実現されている．

　将来的な展望としては，

（1）各展示物に対する来場者の興味度の判定

（2）興味度に応じたコンテンツの選択と配信

（3）各展示物や通路の混雑度の予測

（4）混雑を緩和するナビゲーション

来場者の流動解析への展開来場者の流動解析への展開

（5）展示物の配置レイアウトの支援

などが実現できると期待できる．また，RFIDの一時的

IDをユーザの個人情報と紐付けを持たないように利用

することにより，プライバシーの保護に十分な配慮を払

っている．

　本稿では，CONSORTSアーキテクチャを用いた展示

会統合情報支援システムの概念と，愛・地球博グロー

バル・ハウス統合情報支援システムについて概観した．

1,200m2の会場において 6カ月に渡り特に大きなトラ

ブルもなくシステムは運用され，多くの来場者に展示物

の説明コンテンツ配信サービスを提供しつつ，来場者の

移動軌跡情報の取得・解析が実行された．今後の展開と

しては，ユーザが所持する携帯型端末への情報配信のみ

ならず，展示会場で利用されるさまざまな情報提供機器

（ディスプレイ，音声（館内）放送機器など）へのコン

テンツ配信や，ナビゲーションサービスへの展開などが

期待される．
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● 図 -6　Aimulet GH（アクティブ RFID を内蔵
　　　　 した音声専用端末装置）
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● 図 -5　システム全体構成


